
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１６年４月７日発行 会報第８３３号 

     今週のプログラム 
（２０１６年４月 ７日 第８３３回例会） 
        
    卓話「桜と香港・マカオ」 
 
    担当  岸上 和典会員  
 

      次週のプログラム 
（２０１６年４月１４日 第８３４回例会） 
       
   卓話「三協ブログと研修旅行」 
      
   担当  高尾 修会員 
 
   

＜会長の時間＞                 松田親男 
 今日、3 月 24 日は世界結核デーです。ロベルト・コッホが 1882 年に結核菌の発見を発表した日に

ちなみ制定されました。ということで今日は結核の話です。 

結核は決して昔の病気ではありません。戦後急速に減少しましたが、1997 年頃から徐々に再流行し

ており、日本の結核罹患率は 2014 年統計で人口十万あたり 15 人で先進諸国の中ではトップです。 

ちなみに米国は 2.9 人。結核に感染しても必ず発病するわけではありません。健康であれば、菌を

吸い込んだあと、人の体は免疫によって結核菌を抑え込んでしまいます。体力が低下したり、他の病

気になって免疫機能が働かなくなるなどして抵抗力が落ちると、抑え込まれていた結核菌が再び活動

をはじめます。結核に感染した人で発病をしていない状態を「潜在性結核感染症」とよび、体内に潜

んでいる結核菌が発病準備状態にあると考えられています。最近は発症する人の70%が 60歳以上です。

その最大の要因は、この年齢層の人々の多くが戦前・終戦直後に感染を受けており、さらに加齢に伴

うさまざまな健康問題などで結核発病を促していることにあります。中年以降は、結核は女性より 

男性の方が多いそうです。 

世界で新たに結核を発病する人は年間 960 万人、結核で命を落とす人は 150 万人と推定されていま

す。特に、低・中所得国を中心に、貧困層など社会的弱者と呼ばれている人々の中で蔓延しています。

また、エイズ患者は免疫力が落ちていますのでエイズと結核の重複感染も増加しています。結核菌が

薬に対する耐性を得て薬が効きにくくなることもあるそうです。そのような結核に感染したときは、

治療には副作用の強い薬を何種類も、長期にわたって使わなければなりません。場合によっては手術

が必要なこともあります。それでも成績はあまりよくないそうです。このような状況の中、2015 年 9

月に国連で「持続可能な開発目標」が採択され、2030 年までに結核の世界的流行を終息するという、

大きな目標が掲げられています。 

ロータリーにとって、ポリオの次の目標は、「結核」撲滅かもしれません。 

第８３２回例会 （２０１６年３月２４日）の記録 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜お客様＞   なし 

＜出席報告＞      西本明文出席担当 
   
会員数（内出席免除会員 4 名）   23 名 
本日の出席者数（内免除会員 0 名） 16 名   
本日の出席率            84.21 ％  

前々回 3 月 10 日の修正出席率     95 ％    

 
  

＜ロータリーソング＞     全会員 
  ♪それでこそロータリー♪ 
 
＜ピアノ演奏＞     近藤美里さん 
 1 桜色舞うころ 
 2 さくら 
 3 桜坂  
 
 

＜幹事報告＞                            山本友亮幹事      
１ バンクーバー在住の前財団奨学生 加藤真理さんから、プレゼンテーションで訪問された 

ロータリークラブのバナー、ボールペン、コイン等が届きましたので回覧致します。 
２ 来週 3 月 31 日は定款に基づく休会です。 
  次回 4 月 7 日は通常例会で例会場は「緑樹の間」の隣「光輝の間」になります。 
 
＜委員会報告＞                                     
１親睦委員会  水本 徹委員長 
 福島 21RC 創立 15 周年記念式典および祝賀会の出欠確認をしますので、よろしくお願い致します。 
 
                   
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「社会奉仕フォーラム」 
 卓話  山下聰一郎会員 

 
社会奉仕とは地域社会の人々が快適な生活環境を維持できるようにバックアップしていくことだと

思います。 
1. 物質的なバックアップ 
2. 人的バックアップ 

 
1.の物質的なバックアップとしては地震、台風、水害などの災害に遭われた方への食料品、水、衣類、

毛布、その他生活用品、お金などを送ることが考えられます。 
2.の人的バックアップですが献血活動、環境衛生、地域の清掃活動、河川の清掃活動、自然環境の保

護、薬物乱用の防止への協力、老人施設などの訪問、障害者施設への訪問などが考えられます。 
 
千里メイプルロータリークラブにおいては下記の奉仕活動を行ってきました。 
1. 福島においての除染、復興支援  （福島 21 ロータリークラブ） 
2. 薬物乱用防止活動  （大阪府健康医療部薬務課） 
3. 交通安全講習会  （吹田警察交通課） 

 
以上が一般論として実行していることと我がロータリークラブが行っている例になります。 
個人的には今、話題になっている貧困家庭の学童が満足な食事が取れていないことが気になってお

り、なんらかの支援をと考えますが、新しい奉仕活動の参考として、会員の皆様が築かれた社会奉

仕の事案などがあればぜひお聞かせいただきたいと思います。 
  
  
 



<ＳＡＡ報告> 藤田芳浩ＳＡＡ

＊スマイルボックス
松田会長 本日で3月の例会は終わりです。
水本会員 今なら言える！今年は強いぞ！優勝だ！！
近藤美里さん 先週は父が米寿祝いの花束を頂きありがとうございました。
黒川会員 辻原登が恩賜賞を受賞されました。
コメント無 岸上会員　西本会員　山下会員

＊ロータリー財団
黒川会員 朝夕は寒いね！！
コメント無 小山会員　高尾会員　岸上会員　西本会員　相原会員　藤田会員　山下会員

＊米山記念奨学会
黒川会員 辻原登が日本芸術院賞
藤田会員 花粉症、飛んでいます！！
コメント無 松田会長　高尾会員　岸上会員　木下（吉）会員　相原会員　山下会員　

＊ラオス基金
黒川会員 ラオスに行こう！！
コメント無 渡邊会員　岸上会員　藤田会員　山下会員

＊メイプル基金
松田会長 山下社会奉仕委員長フォーラムよろしく！！
山本（友）会員 本日、山下会員フォーラムよろしく御願い致します。
高尾会員 山下会員、社会奉仕フォーラムよろしく。
水島会員 山下委員長、フォーラムよろしくお願いします。
黒川会員 あと3ヶ月で・・・。
藤田会員 山下委員長、本日フォーラムよろしくお願いします。
コメント無 渡邊会員　岸上会員　西本会員　山下会員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 
 
3 月 24 日 ファインセッション   14,439 円 
 
 
 
 

（担当 山下 聰一郎） 

 



 


